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研究成果の概要（和文）： 朝鮮半島冷戦体制に焦点を当てて、東アジア冷戦がグローバル冷戦とどのような関連を持
って展開されたのかを日米韓の一次史料に基づき解明した結果、1980年代に本格化された韓国の北方外交が、70年代の
デタント期、南北体制競争や外交競争の激化に対応した進取的な選択として、韓国朴正煕政権によって既に選択されて
いたという新たな知見を獲得した。
 さらに、そうした知見に基づき、韓国外交に対して日本が積極的に協力しているという新たな事実を発掘することを
通して、国交正常化50周年を迎えながらも葛藤が絶えなかった日韓関係に対して、この50年の成果を踏まえたうえで新
たな関係を構築する必要があるという政策提言を行った。

研究成果の概要（英文）：My research has focused on how the Korean cold war was developed according to the 
transformation of global cold war by making reference of much historical records of US, Japan, and ROK, 
and succeed in getting the knowledge that during the 1970s President Park Chung Hee had already adopted 
Nordpolitik (Northern Policy), which would be seriously advanced during the 1980s by the Chun and Roh 
administrations. Nordpolitik was ROK’s foreign policy in order to take advantage of its political, 
economic, and diplomatic superiority over DPRK as the initiative policy selection among its fierce 
competition against DPRK.
Moreover, based on such knowledge, I make clear the fact that Japan has consecutively helped ROK achieve 
its diplomatic goals by all means available. Taking such historical facts into serious consideration, I 
insist that both ROK and Japan should construct our new productive relations even though our relations 
were full of frictions facing the 50th anniversary of normalization.

研究分野： 国際政治学　朝鮮半島地域研究
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1. 研究開始当初の背景  

⑴ 1970年代のデタント期に関する冷戦史研

究、国際政治史研究は、各国の外交文書の公

開なども相まって盛んに取り組まれるように

なったが、その中でも冷戦の前哨として重要

な位置を占める朝鮮半島冷戦史に関する研究

は、本格的に取り組まれるようになってから

日が浅い。したがって、国際的にインパクト

を与えられるようなものはほとんどなかった。 

⑵ 韓国現代史研究においては、軍事クーデ

タなどの政治変動に伴う政権交代があったた

めに、朴正煕政権 18 年間の外交を一括したう

えで、1980 年代以降の全斗煥、盧泰愚の両政

権の外交との断絶を強調する傾向にあった。

したがって、70年代維新体制の外交に関して

も、その反共一辺倒の外交が強調されてきた。 

 

2．研究の目的 

⑴ 国際冷戦構造における前哨として重要な

地位を占めるにもかかわらず相対的に研究が

不活発であったと考えられる朝鮮半島冷戦に

関して、日米韓の 3カ国の外交文書などの一

次史料を活用することによって、米ソデタン

ト、米中和解、日中国交正常化などの国際冷

戦、地域冷戦の変容を南北朝鮮がどのように

認識したのか、そして、それへの対応として

どのような政策を選択したのかを解明する。 

⑵ 朝鮮半島冷戦史に関する研究から得られ

る成果が、最新の 1970年代冷戦史研究に対し

て、どのような意味で新たな知見を付け加え

ることができるのかを考察する。特に 1970年

代冷戦を、60年代と 80年代のそれと比較し、

その連続と断絶という冷戦史における論争に

対して、朝鮮半島冷戦の事例がどのような意

味を持つのかを明らかにする。 

⑶ 以上の知見に基づいて、国交正常化 50周

年を迎える日韓関係について、日本外交や韓

国外交の成果と限界を明らかにすることによ

って、日韓間の現在の摩擦をいかに克服して

新たな関係を構築するのかについて、政策的

含意を持つメッセージを社会に発信する。 

 

3．研究の方法 

⑴ 日韓両国の外交史料館、米国の国立公文

書館、および大統領図書館を訪問して、そこ

で、1970 年代から 80年代にかけての朝鮮半

島および東アジア国際関係に関する各国の外

交文書を閲覧し、それを電子ファイルで収集

しデータベースを構築することによって、歴

史研究の基本となる一次史料を利用する環境

を整備する。 

⑵ 日米韓それぞれの外交文書を分析するだ

けではなく、同一事象をめぐって日米韓の政

府、外交当局が、どのような異なる分析をし

ているのかを明らかにする。それによって、

国家間の外交関係を解明するだけではなく、

その背後にある、各国の外交観、国益観など

にも分析の射程を広げることにより、マルチ

アーカイブ研究の利点を最大限に活かす。 

⑶ 歴史研究でありながらも、それが現在の

問題を考察するうえで、どのような含意を持

つのかを常に意識し、そうした問題を考察す

るために必要な情報や知見を獲得するために、

国際会議などに積極的に参加し、そこで研究

交流を深めたり、外交の実務を行っている人

とのインタビューを行ったりすることで、現

在の問題に関する政策的知見を獲得する。 

 

4．研究成果 

⑴ 韓国現代史の新たな時期区分 

韓国現代史の分野においては、1961年から

79 年まで朴正煕政権が続いていたために、そ

の 18 年間は「朴正煕時代」として一括りに理

解される傾向にあった。内政的には第３共和

国、第４共和国（維新体制）という違いはあ

ったものの、その 18 年間は権威主義体制下に

おける反共独裁として位置づけられていた。 

しかし、政治体制面においては、72年を境

界として、それ以前の第３共和国が凖競争的

権威主義体制であるのに比して、それ以後の

維新体制は典型的な権威主義体制への変容し

たことが明らかになっている。そうした政治

体制における変容とともに、外交面において

は、60 年代における日韓国交正常化や韓国軍

のベトナム派兵に見られるような冷戦に順応

もしくは便乗した外交が、70 年代に入ると、

グローバル冷戦や地域冷戦のデタント化への

対応として、南北対話の開始や「６・２３宣

言」などの「2つのコリア」政策を基本とす

る外交政策への転換が試みられるようになっ

た。 

本研究では、韓国現代史の研究において、

従来 1960年代の延長に位置づけられていた

70 年代の維新体制に関して、むしろ、60 年代

の冷戦外交とは断絶している新たな解釈を提

示することができた。 

⑵ 国際的な冷戦史研究へのインパクト 

グローバルな冷戦史研究においては、米ソ

などの大国間の２国間関係に関しては、60年



代の対立から 70年代には平和共存路線への

転換が顕著であった。それに対して、第３世

界をめぐっては、従来にも劣らず米ソの熾烈

な外交競争、援助競争が行われたことが指摘

されてきた。 

 朝鮮半島冷戦をめぐっても同様に、米中和

解や日中国交正常化など大国間のデタントが、

そこに埋め込まれた朝鮮半島に対してデタン

ト化を促進するのではなく、むしろ、南北の

競争をより一層激化する帰結をもたらしたと

いう意味で、上記の 70年代冷戦史の研究動向

と合致すると受け止められていた。 

 しかし、本研究では、70年代の朝鮮半島冷

戦は、一方で、上記のようなグローバルな冷

戦のデタント化がもたらす影響を朝鮮半島の

側で遮断するような動きが見られたが、他方

で、南北朝鮮双方ともそれぞれの陣営内外交

を越えて陣営を跨ぐ外交の可能性が切り開い

たことを、韓国の対共産圏外交や対第 3世界

外交、北朝鮮の対日・対米外交に対する分析

を通して明らかにした。その意味では、70年

代の朝鮮半島冷戦史は、80年代の新たな展開

を準備する時期であったと位置づけられると

いう、先行研究とは異なる結論を導出した。

大国間のデタントは第 3世界には受け入れら

れずに遮断されたのではなく、第 3 世界にお

いても、後の時代の冷戦の終焉を第 3世界と

いう周辺部、前哨部から支える条件が生まれ

る種を蒔くことになったのである。 

⑶ 朴正煕研究の新地平 

朴正煕研究は韓国現代史における最も重要

な分野でありながら、韓国では依然として、

その議論自体が政治的争点にならざるを得な

い状況である。換言すれば、その時代を肯定

的に評価するのか否定的に評価するのかとい

う二者択一での議論が支配的な状況にある。 

 冷戦体制下、冷戦を利用した反共一辺倒外

交という通俗的な評価しか下されることがな

かった既存の朴正煕研究に対して、その外交

政策、しかも硬直した外交ではなく柔軟でリ

アリスティックな外交を試み、相当程度実現

したという新たな視点を導入した。そうする

ことによって、「政治化」され過ぎた朴正煕評

価をめぐる議論の地平をより一層新たな次元

に引き上げることを可能にした。 

⑷ 北方外交研究への含意 

 1980年代以降展開された韓国の北方外交は、

中ソや東欧諸国との国交正常化や南北国連同

時加盟を達成するという成果を収めた反面、

韓国の体制優位という有利な条件を対北朝鮮

政策に関して十分に活かすことができなかっ

たという限界を抱えるというのが、一般的な

評価である。 

 まず、こうした外交は何も韓国の力や体制

優位が確実になったことを前提として試みら

れたわけではなく、むしろ、南北の力や体制

実績が拮抗していた時期に、既に朴正煕政権

によって試みられたことを明らかにした。次

に、中ソや東欧諸国を対象とした、所謂｢陣営

を跨ぐ外交｣は既に 1973年「6・23宣言」を

前後する時期から行われていたことを韓国外

交文書に対する分析を通して明らかにした。

最後に、韓国の対共産圏外交が韓国の予想し

たほど順調に進まなかった背景には、韓国外

交の力量の限界だけでなく、中ソ対立という

韓国の力では統制不可能な要素が介在してい

たことを明らかにした。 

⑸ 韓国外交と東アジア国際政治史 

 1970年代以後の東アジア国際政治は中国の

国際政治舞台の復帰と、その影響力増大によ

って大きなパワーシフトが開始された点に、

その特徴がある。とすると、本来であれば、

朝鮮半島においては中国と同盟関係を持つ北

朝鮮の方に外交的には有利に働くことが予想

された。にもかかわらず、70 年代以降の南北

朝鮮の体制競争、外交競争は劇的に韓国優位

に展開することになった。なぜ、当初の予想

とは異なる帰結をもたらしたのか。これは東

アジア国際政治におけるパズルの 1 つである。 

 この問題に関して、韓国外交が、こうした

北朝鮮有利に働く政治力学に抗して、積極的

な「陣営を跨ぐ外交」を、対共産圏外交、及

び対第 3 世界外交などで行うことによって、

北朝鮮に対する体制競争や外交競争において

韓国が優位を占めるようになったことを明ら

かにした。 

⑹ 日韓関係史の再解釈 

 1965年から 2015 年に至る国交正常化以後

の日韓関係を、特に、70年代と 80年代に焦

点を当て分析することによって、現在の日韓

関係を考察する場合にも有効である重要な知

見を獲得することができた。従来の日韓関係

史は、主として、日韓間の懸案に焦点を当て、

それが未解決のまま残され、それによって対

立が持続し増幅したことが強調される傾向に

あった。 

しかし、日本外交の中で日韓関係を位置づ

けると共に、韓国外交の中で韓日関係を位置

づけるという歴史研究を行うことによって、

日韓は、1965年の国交正常化以後、経済協力



によって相互の経済発展と政治的安定を確保

したことはもちろんであるが、それだけでは

なく、外交協力、具体的には韓国の対米、対

共産圏、対第 3 世界、対国連などの外交にお

いて、日本が積極的に協力することによって

重要な成果を収めたこと、そして、そうする

ことが日本の外交上の利益にも貢献したこと

を実証的に明らかにした。換言すれば、共有

する課題に関して日韓が知恵を出し合って協

力することによって実に大きな成果を収め、

今日の日韓関係がもたらされたことを明らか

にした。 

⑺ 日韓関係の現状をどのように解くのか 

現在、日韓関係は、歴史問題、安全保障問

題、領土問題などに起因して摩擦が絶えない

状況が続く。日韓関係それ自体が、従来のよ

うな垂直的、異質的、単層・単領域、単一方

向的な関係から、水平的、同質的、多層・多

領域、双方向的な関係に変容することで、「韓

国が提起した要求に対して日本が妥協策を提

示することによって日韓関係を管理する」と

いう従来の方式はもはや通用しないと言われ

る。 

しかし、この 50 年間、日韓が経済や外交な

どで蓄積してきた協力は、過去のエピソード

ではなく、今後の新たな日韓関係を構築する

場合にも必ずや参考にしなければならない事

例である。そのことを、日韓が共有する現在

の諸問題、特に、外交における対米関係、対

中関係、対北朝鮮関係などにおける日韓の協

力の可能性と、それによって予想される利益

などに注目することにより、明らかにした。 

⑻ 北朝鮮研究、日朝関係研究への含意 

 本研究は、主として韓国外交に焦点を当て

たものであり、北朝鮮研究ではない。にもか

かわらず、1970 年代から 80 年代にかけての

南北外交競争において、北朝鮮は中国の台頭

という好条件にもかかわらず、それを活かす

ことができなかったばかりか、体制競争、外

交競争においても、明らかに韓国の後塵を拝

することになった。なぜ、こうした南北の逆

転現象が起こったのか。この点は、北朝鮮研

究に課された重要な問題であるが、依然とし

て満足のいく回答が得られたとは言い難い。 

本研究の含意は、70 年代において北朝鮮が

固執した「1 つのコリア」政策という選択に

問題があったのではないかということである。

北朝鮮がどのような情勢認識に基づき、なぜ、

｢1 つのコリア｣政策を選択し、それに固執し

たのか、この点は、北朝鮮の政治外交研究に

おいて取り組まなければならない問題である。

確かに北朝鮮研究には資料の制約という重大

な問題が横たわっているが、ぜひとも、今日

の南北関係の現状を考える上でも、この問題

は取り組むべき課題であると考える。 

さらに、そうした北朝鮮と日本との間には

未だに国交すらない状況である。70年代の日

朝関係はある意味では最も関係改善の可能性

が高まった時期でもあった。なぜ、日朝関係

が改善されなかったのかも含め、停滞する日

朝関係を、北朝鮮の核問題への対応を含めて

どのように打開するのかを考察するうえでも、

重要な示唆を与えるはずである。 
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